
 
 
 
 
 

中谷財団 次世代理系人材育成プログラム 
 
 
 
 

 令和 7 年度 成果報告書 
 
 
 
 

企画名：北近畿地方の多自然居住地域を対象とした 
未来の科学技術イノベーター育成プログラム 

 

 
 
 

国立舞鶴工業高等専門学校 
 

  



1．事業概要 

令和７年度、舞鶴高専では、「新・ジュニアドクター育成塾」として、北近畿地方とその周辺の
中学生の中から未来の科学技術イノベーションを担う理系人材を発掘し、育成することを目的とし
た事業を行いました。本校は令和元年度から令和５年度まで、科学技術振興機構（JST）の行うジ
ュニアドクター育成塾に採択され、地域の児童・生徒に対し、理系の才能を開花させるための育成
プログラムを提供してきましたが、今回の事業では、これまでに構築した育成プログラムに、さら
に芸術性とアントレプレナーシップの育成を強化して発展させた、以下のような３ステップの育成
プログラムを用意し、地域の中学生を選抜により受け入れて育成を行いました。 

 
3 ステップの育成プログラム 

ステップ１ 「プレ育成塾」の実施（小４～中２対象、自己資金による取組） 

ステップ２ 
第一段階育成プログラム「チャレンジコース」を実施 
  （一次選抜を通過した中学生約１６名）【１年間】 

ステップ３ 
第二段階育成プログラム「アドバンストコース」を実施 
  （二次選抜を通過した中学生約４名）【最大２年間】 

 
 

2．実施体制 

学内に運営組織「次世代人材育成推進室」を設置し、その構成員が中心となり、地域共同テクノ
センターと連携して企画運営を進めました。また、本事業の運営のために事務職員１名を雇用し、
受講生の育成をサポートする学生メンターとして、本校の学生 24 名を配置しました。 
学生メンターに対し、メンターの役割を担うためのスキルを育成することを目的として、次世代

人材育成推進室の実施担当教員４名が、メンターを務める学生を対象としてコーチングスキルに関
する研修を 6 月に実施しました。また、教育アドバイザーとして、元中学校教員の後野文雄先生、
橋本茂先生をお迎えし、本校教員と共に学生メンターの指導を行って頂きました。 
 

令和7年度 次世代人材育成推進室 構成員 

役割名 担当構成員 

実施責任者 林校長 

実施主担当者 上杉智子 

実施担当者 室巻孝郎、片山英昭、石川一平、加登文学  

事 務 局 総務課 

 
また、学外の連携機関である、舞鶴市教育委員会、舞鶴市、福井県高浜町、京都工芸繊維大学、

福知山公立大学と情報共有を行い、これらの機関からの活動支援を受けて事業を行いました。 
 

  



3．募集・選抜の状況 

北近畿地方とその周辺（京都府、兵庫県、滋賀県、福井県の北部）を対象として募集活動を実施
しました。19 名の応募者があり、作文と面接課題による選抜の結果、15 名の受講生を第一期生と
して受け入れました。具体的な募集・選抜方法とその結果は以下のとおりです。 

募集人数 
・チャレンジコース受講生：16 名程度（中学校 1 年生～3 年生） 
  （ただし、テーマ別講座の 4 つのテーマに合わせ、各テーマ 4 名程度） 

対象地域 
・北近畿地方とその周辺地域（京都府、兵庫県、滋賀県、福井県） 

募集方法 
・地域の中学校・科学館・公民館へのチラシの配布と、本校ホームページ掲載による公募 
・教育委員会または中学校による推薦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 7年度 募集チラシ 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舞鶴高専 新・ジュニアドクター育成塾ホームページ 

 
選抜方法 
・応募者全員に作文の課題と面接を実施 
・チャレンジコースのテーマ別講座に対応する 4 テーマの公開講座内で面接を実施 

面接日…テーマ①：6/21、テーマ②：6/21、テーマ③：6/7、テーマ④：6/22 
 
選抜基準 
・作文課題と面接の結果から、観察力、学習意欲、表現力、卓越した能力・独創性のそれぞれを

4 段階で評価し、各種科学コンテスト実績等を考慮に入れて総合的に判断し、テーマ毎に受講
生の選抜を実施 

受講生の選抜基準 

評価の観点 基準 

観察力 物事をありのままにとらえることができ、そこから知

識を吸収することができる 

学習意欲 学習・研究をやり遂げる力がある 

表現力 自分の意見を人に伝えられる 

卓越した能力・独創性 特に優れた能力や、柔軟な発想をする力などを持つ 

 
 
 
 



募集期間 
・４月１４日～６月２日の期間で中学生 16 名（以下の①～④の各テーマ 4 名程度）を募集 
（ただし、テーマ②と④については 6/16 まで締切を延長） 

①ものつくり・ロボット ②AI・IoTとエネルギー 

③ロボット・プログラミング ④建築のデザインと防災 

 
令和 7年度の募集・選抜結果 

・全体で 19 名の応募者の中から 15 名を選抜 

応募者数・合格者数 

 全体 テーマ① テーマ② テーマ③ テーマ④ 

応募者数 19名 5 名 4 名 6 名 4 名 

合格者数 15名 3 名 3 名 5 名 4 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  



4．第一段階育成プログラム（チャレンジコース）の実施状況 

令和７年度は、全 11 回でチャレンジコースの育成プログラムを実施しました。11 回のうち、5
回は 15 名の受講生全員を対象とした講座を行い、6 回は①～④の 4 つのテーマに分かれた講座を
実施しました。これらの講座に全体の 7 回以上参加し、最後に成果発表を行った受講生 15 名に対
し、3 月 28 日に修了証書を授与しました。 

（1）入塾式・基礎講座 1 回目（7 月 6 日）…参加者 13 名、学生メンター8 名 

初回の 7 月 6 日の講座では、入塾式と全体ガイダンスを行った後、基礎講座として、デザイン
について学ぶ講座と、光と色の関係や様々な発光のメカニズムなど、光と物質について学ぶ講座
を実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（2）アイデアソン（7 月 19 日）…参加者 12 名、学生メンター7 名 

様々なアイデアの出し方、まとめ方を学習したのち、4 つのグループに分かれて、与えられたテ
ーマについて新しいアイデアを考え、グループごとに結果をまとめて発表するアイデアソンの講座
を実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（3）基礎講座 2 回目（8 月 31 日）…参加者 14 名、学生メンター4 名 

前半は、研究を行うにあたって気を付けなければいけないこと、守らないといけないことを学
ぶ研究者倫理の講義を行いました。後半では、教育用マインクラフトを用いてプログラミングの
基礎を学ぶ講座を行いました。 
この回では、中谷財団より視察に来られた委員の皆様に、受講生や学生メンターの活動の様子

を見ていただき、今後の取組に向けた貴重なアドバイスをいただきました。  

デザイン講座 光と物質の講座 

アイデアソンのようす 講義のようす 

全体ガイダンス 



 
 
 
 
 
 
 
 

（4）招待講演・プレゼン講座（11 月 15 日）…参加者 11 名、学生メンター5 名 

兵庫県立大学 南裕樹教授による招待講演「モノの動きをデザインする～機械から人の心までを
操る～」を行いました。講座では、制御工学の考え方を知ることで、世の中の見え方が変わること
や、良い研究テーマの見つけ方なども話して頂きました。招待講演には、令和 5 年度までのジュニ
アドクター育成塾の修了生も参加しました。招待講演の後は、3 月 28 日に開催する成果発表会につ
いての説明と、プレゼンテーション資料の作成と発表準備についての講座を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（5）テーマ別講座（9 月～2 月、全 6 回） 

9 月から翌 2 月までの期間で、①ものつくり・ロボット、②
AI・IoT とエネルギー、③ロボット・プログラミング、④建築
のデザインと防災の 4 つのテーマに分かれ、それぞれ、テーマ
に沿った課題解決型の講座を 2 回と、テーマに関連した理工系
の様々な講座を 4 回、全 6 回の講座を実施しました。 

 
 

 

 

 

 

④建築のデザインと防災 

南教授による講演 

①ものつくり・ロボット 

②AI・IoTとエネルギー ③ロボット・プログラミング 

プログラミングの基礎の講座 研究者倫理の講座 

プレゼン講座 参加した修了生 



（6）成果発表会・修了式（3 月 28 日）…参加者 15 名、学生メンター6 名 

舞鶴市内の赤れんがパーク 4 号棟 1 階にて、今年度のチャレンジコースで学んだことや、学習
内容をもとに行った研究についての成果発表会を実施し、チャレンジコース受講生 15 名がスライ
ドによる口頭発表を行い、受講生や学生メンターからの質問により、活発な質疑応答が行われまし
た。会場では、発表スライドのポスターと作品の展示も行いました。受講生どうしの相互投票によ
り、最も支持を集めた受講生には発表大賞が贈られました。成果発表会の後はチャレンジコース育
成プログラムの修了式を行い、発表を行って育成プログラムを修了した 15 名の受講生に修了証書
を授与しました。 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

成果発表のようす 

 

令和 7年度チャレンジコース修了生 

質疑応答のようす 

表彰式・修了式 

 

ポスターと作品の展示 

修了証書 

 



令和 7年度チャレンジコース担当者一覧 

日時 内容 対象者数 担当教員 

7 月 6 日 

入塾式・全体ガイダンス 15名 

内海 淳志、石川 一平、 

上杉 智子、片山 英昭、 

室巻 孝郎 

基礎講座（デザイン講座） 15名 尾上 亮介 

基礎講座（物質と光の講座） 15名 小島 広孝 

7 月 19 日 アイデアソン 15名 片山 英昭 

8 月 31 日 

基礎講座（研究者倫理） 15名 
金山 光一 

（舞鶴高専名誉教授） 

基礎講座（プログラミングの基礎） 15名 蔭山 海一郎 

9 月～2 月 

（全 6 回） 

テーマ別講座① 

（ものつくり・ロボット） 

課題解決型講座：9/14,9/20 

その他の講座：9/28,10/4,10/18,12/13 

3 名 
室巻 孝郎、篠原 正浩、 

豊田 香、山田 耕一郎 

9 月～2 月 

（全 6 回） 

テーマ別講座② 

（AI・IoTとエネルギー） 

課題解決型講座：9/6,10/19 

その他の講座：11/8,12/14,2/1,2/21 

3 名 

片山 英昭、七森 公碩、 

森 健太郎、竹澤 智樹、 

丹下 裕、舩木 英岳、 

蔭山 海一郎 

9 月～2 月 

（全 6 回） 

テーマ別講座③ 

（ロボット・プログラミング） 

課題解決型講座：9/7,9/15 

その他の講座：10/5,10/18,11/3,11/23 

5 名 
石川 一平、清原 修二、 

伊藤 稔 

9 月～2 月 

（全 6 回） 

テーマ別講座④ 

（建築のデザインと防災） 

課題解決型講座：9/7,9/21 

その他の講座：9/27,10/4,11/9,12/13 

4 名 
尾上 亮介、加登 文学、 

毛利 聡、高本 優也 

11 月 15 日 
招待講演（外部講師） 

プレゼンテーション講座 
15名 

南 裕樹（兵庫県立大学教授） 

石川 一平、上杉 智子、 

加登 文学、宝利 剛 

3 月 28 日 成果発表会・修了式 15名 

林校長、上杉 智子、 

片山 英昭、加登 文学、 

室巻 孝郎、尾上 亮介、 

古殿 幸大 

 
 

  



5．中谷財団成果発表会での取組報告 

12 月 20 日（土）、21 日（日）に東京工科大学蒲田キャンパスで開催された、中谷財団の 2025
年度科学教育振興助成成果発表会に、次世代人材育成推進室の主担当教員が参加し、初年度の舞鶴
高専 新・ジュニアドクター育成塾の取組についてポスター発表を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組報告ポスター 

 



6．育成の効果の検証 

（１）実施担当教員による能力の伸長の評価 
各講座の担当教員が、チャレンジコースのプログラムで育成をめざしている４つの資質について

受講生の評価を行い、成果発表会についてはテーマ別講座の指導教員とは異なる教員が受講生の評
価を行いました。これらの評価結果を選抜時の情報をもとにした受講生の初期評価と比較すること
で、育成プログラムの効果について検証しました。その結果、4 つの資質のいずれについても、受
講生の能力・資質の伸長が確認できました。 

 
受講生の能力の伸長（①～④のテーマ別平均値の推移） 

 
育成したい資質（チャレンジコース） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（２）受講生の自己評価と保護者の評価による検証 

実施担当教員による評価に加え、チャレンジコースの開始時に、受講生に自身の能力について
の自己評価と、1 年間の育成プログラムでの目標設定を行わせ、1 年間の育成プログラム終了時に
も、自身の能力の伸長についての自己評価を行ってもらうことで、受講生が自身の成長を実感でき
ているか、調査を行っています。また、受講生の保護者の方にも、同様に育成プログラムの前後で
の受講生の能力に関する評価を行ってもらい、保護者の方が受講生の成長を感じているか、という
ことについても調査を行いました。その結果、受講生が自身の能力の伸長を実感していることが確
認でき、保護者についても観察力や表現力の伸長を感じておられることが分かりました。また、保
護者の方への「この取組への参加でお子さんが成長されたと思われますか」というアンケートにつ
いては、87％の方から「とても成長できた」「成長できた」との回答をいただきました。 
  



受講生による自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者による評価 

     開始時 現在 開始時 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力 

観察力 

発想力 

表現力 

4 3 2 1 

4 3 2 1 



7．修了生の動向 

15 名のチャレンジコース修了生のうち、4 名が令和 8 年度 4 月より舞鶴高専に進学し、6 名がア
ドバンストコースに進みました。また、令和 5 年度まで実施していたジュニアドクター育成塾につ
いても、修了生のうち５名が令和 8 年 4 月より舞鶴高専に進学しました。 

 
 

8．次年度に向けた改善 

チャレンジコース受講生の募集・選抜について、今年度は４つのテーマ毎に募集・選抜を行いま
したが、テーマによる応募者数の偏りがあった一方で、複数のテーマに関心がある受講生も多かっ
たため、2 年目はテーマ毎ではなく、全体で 16 名の募集・選抜を行う形に変更しました。 
また、チャレンジコースの育成プログラムについても、データ解析の講座の追加や、中学校 3

年生の受験のスケジュールを考慮し、12 月までに取組を終了するようにプログラムを変更するな
どの改善を行いました。 

 
 
 


